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近大原研と共に歩いた25年の回顧と展望

河合

私は昭和39年赴倍以来25年勤めてきた近畿大学原子

力研究所を本年(1989年.) 3月31日定年退職しまし

た。乙の四半世紀は原子力のパラ色の時期から現在の

反原子力ムードの高まっている時期までの激動の期間

でもあるので，社会的環境と共にわが近大原研の歩み

をふりかえってみたいと思います。

近大炉設置の数年前は，京大炉の立地が難航してい

ました。はじめは京大阪大の委員が中心になりほかに

利用に関心ある専門家を加えて設置委員会がスタート

しましたが，京大側が場所を宇治に決定したととに一

部の阪大教官が猛烈に反対し，宇治の住民に原子炉を

宇治に設置すると放出される放射性廃棄物により環境

が汚染され宇治茶が売れなくなると宣伝して，その結

果宇治案が流れました。当時の反対の急先峰の一人は

今は故人になられた阪大教授槌田竜太郎氏(無機佑

学)でした。とれが原子力反対住民運動のはしりだっ

たと記憶しています。当時私は大阪市大医学部講師を

していましたが，大阪総評の主催する「平和をまもる

会Jで原子力の安全性についての講演を帖佐議長から

依頼されでかけました。会場にはもう一人の講演者槌

田教授がきていました。槌田教授は私が話している間

始終紙とハサミで烏など動物の形の切紙細工を作って

いました。そのあと同教授が話をする番になり，イン

クピンーぱいのインクを太平洋の真中で空けてよくか

きまぜると， 日本沿岸で同じピンーぱいの水をすくい

あけγこ中にインクの分子5，000個が入っている， とい

う話をして原子力の「危険性」を訴えたととを覚えて

います。私はあとで帖佐議長から「保守反動」と言わ

れました。その後京大側阪大側が歩みより，両大学の

ほぼ中聞にある地震研究所のある阿武山(高槻市)に

設置する案がまとまりましたが，今度は同地区住民

が，宇治で危いものが何故阿武山で安全か，と反対さ

れ流れました。との時には立教大学の武谷三男氏と服

部学氏が住民側の応援に駆けつけました。乙のあと四

条畷町長が町の発展のため設置を誘致したい申入れが

あったので，阪大教授伏見康治氏が地元へPRにでか

けました。しかし町長はあとで反対する住民に殴られ

虞

て誘致を断念して，とれも空振りになりました。最後

に現在の熊取案が大阪府知事赤間氏lとより提案され，

民主団体側も賛成側にまわり熊取設置にきまりまし

fこ。

昭和34年東京晴海で国際見本市が聞かれ米国から小

型な研究用原子炉が出品されました。との経韓は最近

出版された雑誌 SAPI01)に詳しく述べてあります。

当時の近畿大学総長世耕弘一氏は，同原子炉を購入し

て原子力に関する研究所と学科を設立しました。とれ

に対し理工学部教員と地区の一部に若干の反対があっ

たが総長はこれを説得したときいています。当時は原

子炉を一般公開していましたので多数の市民，学者が

見学に来て，街の真中で原子炉が安全に運転されてい

るのを目の当り見て驚いたととと思います。乙れに引

き続いてそれまで難航してきた京大炉の熊取設置もス

ムースに進みました。

以上のように原子炉を中心にして原子力研究所およ

び原子炉工学科がスタートして，原子炉を一般に身近

かなものとして定着させるという，社会的役割を果た

しながら現在を迎えたわけですが，その聞いろいろな

出来事がありました。それらの主な事は臨界25周年記

念誌2)および近畿大学新聞3) 1乙掲載されております。

とれらに載っていない重要な出来事は，ウラン燃料の

買い取りと制御系のトランジスタ化です。 90~ぢ濃縮ウ

ラン燃料はアメリカから借用という形で使用していま

したのが，アメリカから買い取り要請があって約1千

万円で買い取りました。高濃縮ウラン燃料の輸入が困

難になった今から思うとあの時買い取っていてよかっ

たと思います。また制御系は輸入時はすべて真空管式

でしたので，定期的に真空管を新品と交換していまし

たが予備真空管も次第に底をついてきました。そ乙で

制御系のトランジスタ化を日本のメーカーから見積り

をとり検討しました。富士電機株式会社，東京原子株

式会社他2社が候補に上り公聴会を聞いたあと関係者

でどとのメーカーにするか議論しました。富士電機案

と東京原子案の支持者が同数だったので，当時の副所

長の本田教授が東京原子と断を下しました。しかし機
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器納入後間もなく東京原子が安宅産業の倒産と共に解

体しましたので，その技術者を吸収した応用光研株式

会社に以後のメンテナンスを引きつづき依頼するとと

になりました。

原子炉の維持管理には大きな経費がかかります。近

畿大学は私学の中で大きい経営組織をもっていますの

で何とか「放射線管理費Jを支給していますが，乙の

小さい原子炉に毎年研究費を上廻る放射線管理費が必

要とは常識的に考えても異常ですが，とれは大部分監

督官庁の諸要求に応ずる費用です。その要求も，安全

に直接関係あるかどうか疑わしいものもあるのです

が，担当者の時間・労力とお金をかけて忠実に要求に

対応してきました。その「忠実度Jが高く評価され科
学技術庁から表彰をいただく栄誉を得ました。立教大

学，武蔵工業大学(共に 100kW トリガ型原子炉)

では設立後数年で原子力研究所の存続が理事者側で問

題になったと聞いております。立教原子炉は，アメリ

カ聖公会の信徒から，原爆投下の謝罪と原子力の平相

利用への願いをとめて寄贈され，原子力研究所が建設

されました。しかし経営面にきびしい方針がとられる

ようになって，収入を伴わなくて膨大な維持費のかか

るのが問題になりました。武蔵工大原研は東急社長の

五島慶太氏が将来性児期待をかけて八木努次氏に所長

を依頼して建設したものです。五島氏は教員出身であ

るので教育にも情熱であり五島育英会を組織して武蔵

工大，アジア大学のほか数多くの学校を経営していま

す。と乙ろが五島社長は原研敷地をブノレドーザーで整

地している時死去して，その後は消極的姿勢になりま

した。そとで東京工業大学が世話をして「共同利用J

という制度ができ，危機が回避されました。

近畿大学原子力研究所では設立後4年で世耕弘一総

長が死去され，武蔵工大と同様な事態になりました

が，今から 5年前まで「共同利用Jを実施しないで安

泰に来られたのは， 前嶋理事(当時の原子力研究所

長)が2年前柴田所長に代るまで，大学上層部に対す

る強力な防波堤になっていたととに由ります。もっと

も原子力研究所所員は前嶋所長からよく原研は金を浪

費する放蕩息子だと叱時激励されました。柴田所長は

引き継ぎのときとの点を前嶋理事から打ち明けられた

と思いますが，所長就任後直ちに「高校教員原子炉研

修」を共同利用に次いで第2弾として実施に入りまし

た。共同利用も高校教員研修も，大学へ実質的な収入

増加をもたらす効果は大したことはないでしょうが，

対外的貢献度は大きし近畿大学の社会的評価を高め

る効果は大きいと思われます。しかし本当の危機は柴

田所長の交替後訪れるかもしれません。

大学における原子力関係の学科および研究所は他学

科および研究所に比べて社会との関係が深い……，従

って世界の状勢への関心が深いととが必要ですが，残

念ながら現実は，ととばかりではありませんが，不十

分と思われます。その点世耕弘一前総長は体は小柄で

したが考えるととは桁はずれに大きかったです。近大

原研設置後間もなく昭和37年10月キューパ危機が訪れ

ました。すなわちソ連が米本土攻撃用のミサイノレをキ

ューパに建設したとき，あわや米ソ核戦争の瀬戸際ま

で行きましたが，ケネディ米大統領の強硬姿勢のため

結局ソ連がそのミサイノレを撤去した乙とにより世界の

危機は回避されました。その結果ソ連のフノレシチョフ

書記長は退陣させられました。二度ととのようなとと

の起らないよう米ソ間で2系統のホットラインが建設

され二大国核戦争の危機は遠のいたかのように見えま

す。日本を除く先進諸国はとの最悪事態に備え程度の

差はありますが皆核ジェJレターを含む市民防衛体制を

敷いています。世耕前総長は，国務大臣でもあったの

で， r原子防衛体制の確立についての意見書」。を執筆
し国会議員に配って対策を訴えましたが，世界状勢に

無関心で平和ボケして(マスコミや日本人一般もそう

ですが〉党利党略しか念頭にない与野党議員の共鳴を

得るととができませんでした。

現在では大規模な一般人の被爆の可能性は，米ソ核

戦争による可能性よりもむしろ，発展途上国が核と輸

送手段を持つこと，核ジャックおよび原子力施設の大

事故の可能性の方が大きいと考えられてきています。

それにしても万一の場合一般の被害を最小限度に押え

るために，行政の責任者たる政府や自治体も，政治を

動かす力をもっマスコミも，また彼等に学問的な情報

を与えるべき保健物理学会(放射線影響学会や原子力

学会もそうですが〉がその本来の使命を忘れ，理学的

色彩の濃い自然放射線レベノレのテーマに没頭している

のは問題ではないでしょうか。私はとの問題は近大が

核になって関係諸分野の研究者が協力して専門委員会

を作って討議立案し，その結果を国政の責任者にアド

バイスする責務があると考えております。とれが原研

建設者前総長のご遺志を継ぐととにもなると思いま

す。
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